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上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 ・支援学級に在籍する生徒数は年々増加しており、特別支援教育就学奨励費

についても増加傾向にある。
・経済的に援助が必要な家庭に対する支援を継続し、教育費の負担を軽減す
ることにより、就学の保障を図る必要がある。
・中学校給食を支給費目とする必要があると考えているが、財源確保等が課
題となっている。

平成 30 年度

拡充

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
中学校特別支援教育就学

奨励事業
学務課

市立中学校の支援学級等に在籍する生徒の保護者の学校教育に係
る経済的負担を軽減するため、特別支援教育就学奨励費を支給す
る。

事業全体が法定
事務

（千円）

4,332
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 ・支給者数は減少傾向にあるが、経済的に援助が必要な家庭に対する支援を

継続し、教育費の負担を軽減することにより、就学の保障を図る必要がある。
・申請漏れを防ぎ、必要とする保護者に支給できるよう制度周知が重要であ
る。
・中学校給食を支給費目とする必要があると考えているが、財源確保等が課
題となっている。

平成 30 年度

拡充

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 中学校就学援助事業 学務課
経済的理由により就学が困難と認められる市立中学校に就学する生
徒の保護者に対し、就学援助費を支給する。

事業全体が法定
事務

（千円）

95,334
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　中学校事業 1 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 421 施策 学校教育の充実したまちづくり


